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２．３月の世田谷地域ＰＩでいただいたご意見・ 
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３．３月期世田谷地域ＰＩで用いた資料について 
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チェンジの計画に関する検討について」の追加資料） 
   
 

 
 

考資料 



地域ＰＩの開催状況について

○  今後の開催予定

区市 日程 場所 時間 来場者数 備考

練馬区

5/13 (土)

練馬常設会場 １３：００～１７：００

－

オープンハウス

5/17 (水) －



平成１８年５月１１日 

 

 

３月の世田谷地域ＰＩでいただいたご意見・ご提案及びご質問について 

 

国土交通省 外環調査事務所 

東京都 外かく環状道路担当 

 

ご意見・ご提案・ご質問等 

 

１．既存の東名高速も含め、東名ＪＣＴを地下化する検討 

２．東京ＩＣを改築し、東名ＪＣＴを砧公園内に設置する検討 

３．既都市計画における東名高速交差部の計画 

４．前回説明に用いた東名ジャンクション検討図面の提供 

５．外環事務所実施の地質調査柱状図の提供 

６．料金所付近の大気への影響について、他の料金所でのデータ 

７．外環千葉区間の不正な補償に関する情報 

 

 

 

１．既存の東名高速も含め、東名ＪＣＴを地下化する検討 

現在の東名高速の交通を通しながら、既存の東名高速も含め新設の東名ＪＣ

Ｔを地下構造とするには、現在の東名高速の脇に地下構造となる新設の東名高

速を整備する必要があります。 

そのため、現計画案よりも移転戸数は倍以上になるとともに、喜多見小学校

への抵触や、生活道路の分断等も発生するため、地域に与える影響は大きくな

ります。                        （別添１ 参照） 

 

 

２．東京ＩＣを改築し、東名ＪＣＴを砧公園内に設置する検討 

砧公園内に東名ＪＣＴを設置する案を構造基準を満足するようにするために

は、既設の東京ＩＣを改築し、交通安全上必要な分岐合流部間の距離を確保す

る必要があります。 

その結果、現計画案よりも移転戸数は多くなるとともに、砧公園の緑地の減

少、バードサンクチュアリの改変、野球場等の移設が必要となります。 

（別添２ 参照） 



３．既都市計画における東名高速交差部の計画 

既都市計画では、多摩堤通りを東名高速と交差する位置で分断（通行不可）

するものとしたうえで、東名ＪＣＴのランプすべてを東名高速の高架下を通過

させる計画となっています。 

現在の多摩堤通りは、当該地域の生活道路としての機能のみならず、幹線交

通を担う道路としても必要不可欠な道路であると認識しています。 

このため、３月の意見を聴く会で説明した通り、現在検討している計画概念

図等では、多摩堤通りを分断させない等の理由で、東名以北側のランプを東名

高速の上を通過させる計画としているものです。      （別添３ 参照） 

 

 

４．前回説明に用いた東名ジャンクション検討図面の提供 

別添４のとおり提供いたします。なお、これらの資料については、第１８回

ＰＩ外環沿線会議で説明するとともに、ホームページで公表しています。 

（別添４ 参照） 

 

 

５．外環事務所実施の地質柱状図の提供 

国土交通省外環調査事務所で実施した東名ジャンクション周辺での地質調査

結果柱状図は、必要な方に提供します。 

 

 

６．料金所付近の大気への影響について、他の料金所でのデータ 

現在供用している外環の大泉インターチェンジでは、料金所付近において大

気質（窒素酸化物）の測定を行っています。この観測結果を提供します。なお、

この測定結果は練馬区ホームページで公表されています。  （別添６ 参照） 

 

 

７．外環千葉区間の不正な補償に関する情報 

外環千葉区間の建設に伴う移転補償の件については、現状は、警察に被害届

けを出した上で、捜査が進められているところです。    （別添７ 参照） 



◆東名高速および首都高３号線
　　　　　　　：地上部（高架橋・土工・掘割）
　　　　　　　：地下部（開削ＢＯＸ）
◆ＪＣＴランプ
　　　　　　　：地下部（開削ＢＯＸ）
　　　　　　　：地下部（シールド）

移転戸数：約４２０戸

東名高速を切廻し（東名北側）て地下構造とした場合
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◆東名高速および首都高３号線
　　　　　　　　：地上部（高架橋・土工・掘割）
　　　　　　　　：地下部（開削ＢＯＸ）
◆ＪＣＴランプ
　　　　　　　　：地下部（開削ＢＯＸ）
　　　　　　　　：地下部（シールド）

現道分断
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観音寺に抵触

移転戸数：約１，０７０戸

東名高速を切廻し（東名南側）て地下構造とした場合
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砧公園設置案（ループ型）の課題について

Ｎ

砧公園

大蔵　　　
運動公園

仙川

東
名
高
速

国立成育　
医療センター

世
田
谷
通
り

ＪＣＴ整備に伴い
改変する範囲

バードサンクチュアリの
改変・一部消失

砧公園内の緑地が
改変・減少

砧公園内の野球場
の移設が必要

環
八
通
り

移転戸数：約２７０戸

交
通
安
全
上
必
要
な
距
離
を
確
保

※施工中の課題

施工中においても東名高速本線及び東京ＩＣ
の機能を確保する必要があり、構造、施工計
画、交通運用等の多くの課題がある。
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多摩堤通りの分断
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既都市計画における東名高速交差部について

■既都市計画では、東名JCTのランプは全て、東名高速の下を通過する計画。
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砧公園設置案（タービン型）の課題について
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砧公園設置案（ループ型）の課題について
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大蔵運動公園設置案（タービン型）の課題について
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大蔵運動公園設置案（ループ型）の課題について
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東名（都心側）→外環（関越道側）へのランプを東名高速の下を通過させる事について

野川管理用通路と４．５ｍ以上
（建築限界）の離隔が必要。

野川管理用通路と４．５ｍ以上
（建築限界）の離隔が必要。

多摩堤通りと４．５ｍ以上
（建築限界）の離隔が必要。

東名高速と４．５ｍ以上
（建築限界）の離隔が必要。

１．設計上のコントロールポイント



２．縦断線形の比較

【現計画の縦断イメージ】

野川
管理用通路 多摩堤通り

東名高速

野川管理用通路

多摩堤通り

建築限界範囲

凡例

交通安全性の面では、勾配変化の少ない現計画が有利。

【東名アンダー案の縦断イメージ】

東名高速

野川
管理用通路

多摩堤通り

野川管理用通路
多摩堤通り



３．東名以南側ランプとの関係

説明①　　　　　　　　　　　　　　　　　
　外環（東名以南）→東名（都心側）
　を通過させる計画としている。

説明②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　東名高速の橋脚の間隔が狭い為、　
　２つのランプを通すことは不可能。

説明③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　東名（都心側）→外環（関越側）ランプを　
　東名高速の下を通過させた場合は、外　
　環（東名以南）→東名（都心側）のランプ
　を東名高速の上を通過する構造となる。

東名高速の橋脚

以上の検討を踏まえ、東名（都心側）→外環（関越側）ランプは、東名高速の上空を通過させる計画としている。



外環（関越道側）→東名（郊外側）へのランプを東名高速の下を通過させる事について

１．設計上のコントロールポイント

野川管理用通路と４．５ｍ以上
（建築限界）の離隔が必要。

多摩堤通りと４．５ｍ以上
（建築限界）の離隔が必要。

東名高速と４．５ｍ以上
（建築限界）の離隔を確保。



２．縦断線形の比較

東名高速

野川管理用通路多摩堤通り

建築限界範囲

凡例
【現計画の縦断イメージ】

【東名アンダー案の縦断イメージ】
道路構造基準を満足しない。

東名高速

野川管理用通路多摩堤通り

以上、道路構造基準上、東名高速の下を通過が困難であるため、東名高速の上空を通過する計画としている。



別添６

料金所付近の大気への影響について他の料金所（外環大泉ＩＣ）におけるデータ

【ねりまのかんきょう -平成１６年度報告-『環境にやさしいまちをつくる』】より抜粋

（URL：http://www.city.nerima.tokyo.jp/eco/gaiyou16/top.html）









東名ＪＣＴを現計画位置で地下構造とした場合

東京ＩＣ

大蔵運動公園

砧公園

多摩川

砧小学校

喜多見小学校

野川

仙川

世田谷通り

東京ＩＣと近接する
ため、分合流間隔
が短く、交通安全性
の面で課題が残る。

ランプ延長が約４００ｍ長くなり、
新たな建物の移転が必要。

現道が分断される。

　　　　　　　　地上ランプ

　　　　　　　　地下ランプ（シールド）

　　　　　　　　地下ランプ（開削）

ランプ延長が約９００ｍ長くなり、
新たな建物の移転が必要。




